
令和4年度旭市公共下水道事業会計下半期の業務状況について

1．業務の状況

令和４年度 令和３年度 増減 比率

2,136 2,118 18 0.8%

302,340 351,360 △ 49,020 △ 14.0%

1,661 1,931 △ 270 △ 14.0%

312,277 294,581 17,696 6.0%

1,716 1,619 97 6.0%

103.3 83.8 19.5 -

※有収水量…公共下水道使用者が使用した水量の合計。

※有収率…有収水量÷処理水量の比率。

2．予算の執行状況 ※金額は、消費税及び地方消費税を含む。

《収益的収支》

　収益的収支とは、公共下水道施設の運転・管理など、事業を運営するための収支のことです。

（単位：円）

予算額 執行額 執行率

588,007,000 256,611,294 43.6%

営業収益 110,549,000 58,848,433 53.2%

営業外収益 477,458,000 197,762,861 41.4%

556,509,000 319,074,330 57.3%

営業費用 497,167,000 287,448,922 57.8%

営業外費用 55,709,000 31,160,356 55.9%

特別損失 633,000 465,052 73.5%

予備費 3,000,000 0 0.0%

《資本的収支》

　資本的収支とは、公共下水道施設を建設・整備するための収支のことです。

（単位：円）

予算額 執行額 執行率

256,783,000 69,816,800 27.2%

企業債 69,400,000 69,400,000 100.0%

他会計負担金 123,911,000 122,454,200 98.8%

負担金及び分担金 2,000 1,873,600 93680.0%

工事負担金 63,470,000 0 0.0%

361,207,000 243,664,949 67.5%

建設改良費 76,065,000 0 0.0%

企業債償還金 282,142,000 282,141,849 100.0%

予備費 3,000,000 0 0.0%

項目
業務量

69,400,000

33,550,422

0

2,702,300

　令和4年度下半期の接続件数、有収水量は前年度より増加しましたが、処理水量は減少しま
した。

資本的支出

下水道事業費用

資本的収支

資本的収入

271,951,945

348,286,937

314,736,515

下水道事業収益

比較

下半期処理水量（㎥）

1日平均処理水量（㎥）

0

0

0

収益的収支

下半期有収水量（㎥）

1日平均有収水量（㎥）

54,411,929

下半期有収率（％）

前年度同期執行額

217,540,016

接続件数（件）

138,632,998

138,632,998

0

前年度同期執行額

72,102,300

0


